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はじめに
本稿は，ハノイ国家大学人文社会科学大学歴史学科の教科書であるベトナム語本CO SO KHAO
COHOC（2008）（『考古学の基礎』）の翻訳である。本誌No.852に掲載された「ベトナムの考古文
化（5）」のつづきで，下記の第2部第2章2－1.にあたり，青銅器時代をあつかう。
第2部 第1章2－1．前期旧石器時代（グエンカックスウ著）
同2－2．後期旧石器時代（グエンカックスウ著）
同3－2．ベトナムの新石器時代（ハンヴァンカン著）
第2部 第2章2－1．ベトナム北部の青銅器時代（ラムティミィズン著）
同2－2．ベトナム中部の青銅器時代（ラムティミィズン著）
同2－3．ベトナム南部の青銅器時代（ラムティミィズン著）
第2部 第3章2－1．ベトナムのドンソン文化（ホアンヴァンコアン著）
同2－2．ベトナムのサーフィン文化（ホアンヴァンコアン
／ラムティミィズン著）
同2－3．ベトナム南部の初期鉄器文化（ホアンヴァンコアン著）
第2部 第4章 ベトナムの歴史考古学
（グエンチユ／ホアンヴァンコアン／グエンスオン
マイン／ラムティミィズン／ハンヴァンカン著）
なお，ベトナム語を表記するにあたって声調記号と発音記号を省略し，訳出にあたっては意訳した
箇所もあることをおことわりしておく。
第2部 第2章 2 ベトナムの青銅器時代（図1）
ベトナムの青銅器時代の文化を研究する場合は，つぎのような留意すべき点がある。
まず，ベトナムの青銅器時代は，他の東南アジアの青銅器時代と緊密にして，かつ有機的に関係し
ていること。つぎに，ベトナムの地を基盤にしても，多様な起源と多様な発展段階があり，各文化や
各遺跡グループも文化内容においてそっくりではなく，文化の交流や接触においても内的要因と外的
要因の二要因があることである。
そして，ベトナムの金属器時代における三つの文化のセンターは，北部では先ドンソン（DongSon）
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訳解説 菊 池 誠 一
文化からドンソン文化，中部では先サーフィン
（SaHuynh）文化からサーフィン文化，南部では
ドンナイ（DongNai）文化がある。これら三つ
のセンターは，広範囲に研究され，また時間的根
拠となる地層関係も明確である。とくにいえるこ
とは，先ドンソン文化からドンソン文化の体系は
はっきりしていることである。
さらに，居住民の物質的精神的活動のなかで
金属器生産と水稲農耕は重要な役割を担い，それ
ぞれの地域で青銅器時代から初期鉄器時代へと連
続的に発展したことが明らかである。
1.ベトナム北部の青銅器時代
紅河流域の青銅器時代（フングエン（Phung
Nguyen）文化－ドンダウ（DongDau）文化－ゴー
ムン（GoMun）文化）について述べる。
フングエン文化
フングエン遺跡は，フート（PhuTho）省ラム
タオ（Lam Thao）県キンケ（KinhKe）社にあり，
1959年に発見，発掘調査された。この60年近く
の間に，フングエン遺跡と類似する遺跡が北部の河川中流域やデルタで見つかり，試掘や発掘調査が
なされた。そして，考古文化としてフングエン文化が設定された。
フングエン文化の遺跡の特徴は，大きな河川の合流する地域に集中して分布していることである。
つまり，紅（Hong）河，ダー（Da）川，ロ（Lo）川，ダイ（Day）川の流域，すなわち，フート省と
ヴィンフック（VinhPhuc）省南部地域，ハータイ（HaTay）省東北地域，ハノイ（HaNoi）市，バ
クニン（BacNinh）省南部の地域である。大部分は，山や丘陵の裾部や河川中流域の谷川縁に分布し
ているが，海岸やデルタの高所にみられる遺跡も若干ある。
フングエン文化には，居住地や製作跡，墓地などが確認されている。とくに広い面積を有する遺跡
もある。たとえばヴァンディエン（VanDien）遺跡やフングエン遺跡はそれぞれ2～3万平方メート
ルの広さがある。各遺跡では，通常，住居跡，柱穴，土器集中部，炉跡，黒色土を充した穴などが
検出される。
文化的特徴
フングエン文化人の生産道具の主要なものは石器である。石器や装飾品のほとんどがなめらかに磨
かれ，小さく細い。石材は多様で，緻密で硬い貴重な石から製作され，白色や褐色，赤色，藍色，黒
褐色，赤銅色などの美しい色彩である。石器製作工程では，打割技術やノコギリ技法，キリ，磨き，
旋盤技術があり，それはみごとに完成された水準に達している（図2）。
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図1 ベトナム金属器時代の中心地域
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東南部の金属器時代文化
もっとも多く出土しているのは，片刃の方角石奔である。刃部対称形の方角石斧は少ない。方角石
奔は長さ6～7cm，幅3～4cm，厚さ1～2cmのものが平均的である。石奔のなかには，小型で薄く，
長さが1.8～2.5cm，幅が1.5～2cm，厚さが0.3～0.5cm，刃部の角度が30～40度のものがあり，そ
の多くは長さと幅がひとしい。
方角石斧は横断面が四角形で小さい。長さ6～7cm，幅4～5cm，厚さ1.5～2cmが平均的であり，
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図2 フングエン文化の石器（歴史学科考古学部門資料）
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これより大きな石器もある。製作過程での打割痕や使用痕跡がみられる石斧もある。フングエン文化
の石器の刃部は40～50度の角度があり，鋭い。
また，白濁色や白地に紅色や青色の縞文様が入るネフライトから製作された石斧もある。大きさは
小さく，長さ3cm，幅2cm，厚さ0.5cmほどである。装飾品のように大変小さいものもまれにみ
られる。多くの研究者はこの石器を淡竹などの竹細工に使用する道具と考えている。
ハロン（HaLong）文化の有段石器や有肩石器もまた若干の遺跡で発見されており，これは文化交
流や海岸地域から人びとが移動した結果と考えられている。
フングエン文化の石器には他に石ノミがある。フングエン文化の後期段階では，チャンケン
（TrangKenh）石器製作跡やバイトゥ（BaiTu）石器製作跡から腕輪片や割れた石斧片，ノコギリ痕
のある石片から製作された小さな石ノミが多く出土している。また，石製ナイフや石製ノコギリ，石
製キリ先，石製槍先，石製矛先，三翼石鏃，二翼石鏃，石戈，牙璋などもある。さらに，石皿や叩き
石，磨り石，溝石などもある。
石製装飾品はフングエン文化人の生活
のなかで普遍的にみられる。たとえば，
フングエン遺跡では，600種類の石製装
飾品が総点数で4000点以上出土してい
る。バイトゥやチャンケン，ホンダー
（HongDa）遺跡にみられるように，石
製装飾品製作の専業化の形成と発展はフ
ングエン文化人の精神生活の反映であり，
その水準の高さを示している。
石製腕輪は断面形が多様である。長方
形や正方形，円形，半月形，レンズ形な
どがある。断面がT字形で周囲に平行
する凸線をもつ特徴的な石製腕輪もある
（図3）。
耳飾りや指輪の断面形は，正方形や円
形，半月形である。多くの指輪は，濃い
黒色で光っており，角のように硬い。管
玉はフングエン遺跡で普遍的な装飾品で
ある。フングエン文化人の装飾品作りの
技量が知られる。他に魚の尾ひれ形の装
飾品やヴァンディエン遺跡で出土した男
性像のようなものもある。
フングエン文化の遺跡では，まだ典型
的な青銅器が出土していないが，フング
エン文化人は銅の精錬の技術を知ってい
た。フングエン文化の若干の遺跡から小
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写真1 フングエン文化の石器装飾品（ベトナム歴史博物
館，訳者撮影）
写真2 フングエン文化の石器と石戈（ベトナム歴史博物館，
訳者撮影）
さな銅塊や緑青，銅滓が検出されている。たとえば，フート省タムノン（Tam Nong）県トゥオンノ
ン（ThuongNong）社にあるゴーボン（GoBong）遺跡は，1965年と1967年に発掘調査され，異な
る深さの地層から小さい銅塊や緑青，銅滓が検出されている。1.30mの深さからも緑青が検出され
ている。ここで検出された銅塊を科学分析したところ，銅と錫，銀の痕跡がみられ，すなわちそれは
青銅であり，純銅ではなかったのである。発掘報告によれば，緑青はゴードンサウ（GoDongSau）
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図3 フングエン文化の石製装飾品（考古学部門資料）
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遺跡やルンホア（LungHoa）遺跡でも検出されている。2008年2月に調査されたハータイ省のゴー
ボンやドイドンザウ（DoiDongDau）遺跡でもフングエン文化層中から銅鋳造にかかわる銅塊や銅
線，小さな銅片，銅滓が検出され，新たな証拠がみつかっている。
フングエン文化の最初の金属器は，合金（銅と錫）の製品であり，紅銅タイプではない。研究者の
なかには，これをベトナムにおける金属器の起源を文化交流，とくに技術交流の結果と考えている人
もいる。鋳造方法や最初の原料は，別の文化の影響を受け，その後，徐々にフングエン文化人は鋳造
技術を把握したのであろう。銅滓や緑青の検出は，この遺跡において青銅鋳造がおこなわれたことを
証明している。それにしても，青銅器は居住民の生活において重要な役割を演じ，また生産関係に重
要な変化をもたらした。この立証にむけて今後は多くの研究課題が山積している。
フングエン文化の遺跡から出土した土器はその形態や材質，文様の観点からみて，製作技術が精巧
である（図4）。土器は精製土器や粗製土器，大変雑な土器の三種類にわけられる。
フングエン文化の土器の色彩は，灰褐色や淡赤色，黒灰色である。土器の焼成温度は600～800度
で，野外穴で焼かれている。土器製作は，手や足を使う回転台を使用し，他に手捏ねや貼付，結合な
どの方法がみられる。
土器は家庭用具や生産道具，装飾品など，多様で豊富である。なかでも最も多いのは，家庭用具
（煮炊き具，貯蔵具）である。土器の口縁部が大きく厚く，胴部が薄いものもあり，これは多くはない
がかなり特徴的であり，別の地域では出土していない。
フングエン文化の土器のなかで，普遍的なのは脚をもつ容器である。脚の長さは3cm以上で文様
のあるものが多い。チャックゴム（Chacgom）という種類の土器は，その具体的な用途がまだ特定
できていない。これには多くの呼び名があり，粗製で厚く，低火度焼成で沈線文などがみられる。ま
た，若干の遺跡では，独特の文様と形態の杯形土器がある。このことは，この文化の多様性を反映し
ているのであろう。
フングエン文化の土器は文様があり，縄目文や沈線文が多い（図5）。土器は美しい文様で描かれて
いる。文様は沈線文と叩き文や回転文，帯状文，複雑な装飾文と組み合わされていることが特徴的で
ある。この組み合わされた文様は多くはみられないが，フングエン文化の特徴であり，装飾的に完成
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写真3 フングエン文化の石製装飾品（上段）と土器（下段）
（ベトナム歴史博物館，訳者撮影）
度の高い表現となっている。初期の文様は帯状に文様が施され，沈線文と点文，歯文の組み合わせ，
あるいは小さな格子形の凸文を施した回転棒を使用するものである。この文様帯はかなり複雑であり，
繰り返しあらわれる曲線文の空白部分に文様が描かれている。S字文はフングエン文化のなかで豊富
にみられ，多くのバリエーションがある。ハーヴァンタン（HaVanTan）氏によると20種類以
上あるという。点文と組み合わされた珍しい沈線文はフングエン文化の土器にかなりみられ，かつフ
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図4 フングエン文化の土器（考古学部門資料）
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ングエン文化だけにみられる。典型的なものは，ソムレン（Xom Ren）遺跡やアンダオ（AnDao）
遺跡，ギアラップ（NghiaLap）遺跡にみられ，横帯にS字文が連結しているものや，どことなくS
字文に似ている文様がある。S字文のなかに円文や三角文が彫られているものもある。より多くみら
れるのは対称的な三角文，あるいは互いに逆になる三角文である。先端が尖ったもの，あるいは丸い
連続非連続の三角文は多様な曲線文と組み合わされ，三角文のなかに文様が充されているのが，
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図5 フングエン文化の土器文様（考古学部門）
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フングエン文化の土器の特徴である。
墓跡はこれまでフート省フーニン（PhuNinh）県ザータイン（GiaThanh）社のソムレン遺跡や同
省ラムタオ県ヴィンライ（VinhLai）社のクードゥオン（KhuDuong）遺跡，ヴィンフック省ヴィン
トゥオン（VinhTuong）県ギアラップ社のギアラップ遺跡などで検出されている。死者は浅い穴に
仰向けになり，手足はまっすぐに伸ばされて埋葬されている。副葬品は石斧や牙璋，腕輪，ビーズ玉，
そして土器である。ヴィンフック省のルンホア遺跡では，死者は深さ0.9mから5.2mの深さに埋葬
されていた。壁に階段をもうけた墓跡もある。墓内には副葬品として多くの土器や装飾品，そして石
器があり，他に豚の顎骨が検出された。
フングエン文化のゴーホイ（GoHoi）遺跡やディンチエン（DinhChien）遺跡，バイメン（Bai
Men）遺跡，ゴーチュアカオ（GoChuaCao）遺跡，ドイドンザウ遺跡などでは大きな黒色の穴の遺
構が検出されており，いくつかの穴から並べられた土器や石器が出土している。そのため，墓跡と関
連する遺構と考える研究者や，炉跡，土器作りの粘土採掘をした跡と考える研究者もいる。また中国
の資料と比較して，居住民のなんらかの祭祀活動とこの遺構を結びつける研究者もいる。
フングエン文化はその後の文化の起源となる重要な文化段階に位置づけられる。フングエン文化の
土器や石器は，その後の文化段階にあらわれる突起のある耳飾りやある種の石ヤリ先，土製支脚，土
鍋などの起源となるものである。
墓跡の資料から，フングエン文化のムラで社会分化があらわれているとみることは難しい。ヴァン
ディエン遺跡で出土した男性像は，原始共産母系社会から原始共産父系社会へと変化したことを示す
ものと考えている研究者もいる。一方，別の研究者は，そうであるにしてもこの像は太陽信仰もおび
ていると考えている。フングエン文化の社会制度に関する論拠となる資料は大変少なく，研究は容易
ではない。現在の多様な資料をもとに，当時の社会は母系原理が重要な位置を占めていたと考える研
究者もいる。
フングエン文化人は農業人であり，定住生活をし，各種の手工業がその生活のなかで重要な役割を
演じていた。出土遺物から判断して，採集や狩猟，漁撈活動は日々の生活のなかではそれなりの役割
を担っていた。骨角器の出土は多くはないが，狩猟や漁撈活動の道具や武器が出土しており，フング
エン文化人の生活を考えるうえで注目すべき遺物である。1994年にハノイ総合大学が発掘したハー
タイ省クォクオアイ（QuocOai）県のフォンホアン（PhuongHoang）遺跡で土をふるいにかけたと
ころ多数の魚骨やエビの殻，カニのはさみの他に大量の動物骨歯が検出された。これらの食料残滓
が状態良く保存されていたのは，土層中に多くの石灰岩片が混入していたためである。
ベトナムにおける栽培植物や稲作農耕の起源，その年代については，今日まで十分に研究がなされ
ているわけではない。フングエン文化に属するドンダウ遺跡の最古の文化層中から若干の焼けた稲粒
が検出されており，これは稲作農耕の明確な証拠である。土器や若干の石器の形態，あるいは遺跡の
立地や文化層の厚さなどから，フングエン文化人は稲作農耕を知っていたと考えられる。しかしなが
ら，その特徴や規模，とりわけ稲作の社会的経済的役割を理解するためには，直接的な資料の増加
とともに，関連する他分野の研究者の参加や広範囲な研究環境が必要である。
年代と発展段階
ベトナムの研究者の大半は，フングエン文化の年代を新資料などに基づいて，青銅器時代初期，つ
（64）
まりベトナムにおける金属時代開始期と考えている。
各遺跡の土器文様の分析や地層などの資料に基づいて，ハーヴァンタン氏とハンヴァンカ
ン（HanVanKhan）氏は，フングエン文化の発展段階を三つに区分した。
初期段階は，ゴーボン遺跡やゴーヘン（GoHen）遺跡を代表とし，典型的なフングエン文化以前
の段階である。
中期段階は，フングエン遺跡やアンダオ遺跡，ソムレン遺跡，ギアラップ遺跡などを代表とし，フ
ングエン文化の典型的な段階である。
終末段階は，ドンダウ遺跡下層やバクニン省のティユトゥオン（TieuTuong）遺跡グループ，ハノ
イのティエンホイ（TienHoi）遺跡，スオンキユ（XuanKieu）遺跡を代表とし，典型的なフングエ
ン文化の後にくる段階である。
また，金属器の出現に基づいて二段階の発展段階に区分する別の意見もある。
第一段階は，フングエン段階を初期段階とし，まだ金属器遺物の発見はないが青銅器時代に属し，
紀元前3千年紀とする。
第二段階をゴーボン段階とし，後期段階で青銅器時代初期に属し，紀元前3千年紀終末から前2千
年紀初期とする。すでに銅と錫の合金が出現している。
絶対年代に関しては，フングエン文化に属するいくつかの遺跡で放射性炭素C14年代測定がおこ
なわれ，BP.3800±60～BP.2900±60の数値がえられている。この放射性炭素年代により，フング
エン文化は紀元前3千年紀終末から前2千年紀初めに始まり，前2千年紀半ば頃に終息したと考えら
れる。
起源と他文化との関連
フングエン文化の起源と形成要素はそれ以前の文化からおそらく見つけだせると考えている研究者
もいる。しかしながら，資料はまだかなり少なく，われわれはまだフングエン文化の文化圏に先フン
グエン文化とよぶことのできる遺跡を見つけだせていない。現在の大多数の意見は，フングエン文化
圏周辺に居住する同族文化の人びとが北部や南部，東部などから移動し，その集団の文化の合体を起
源とし，とくに北部からロ川やタオ（Thao）川，ダー川に沿ってこの文化の地域，つまり雄王の故地
に集まったとする考えである。この形成に関与した文化は他にハージャン（HaGiang）文化やソイ
ニュ（SoiNhu）文化，サップヴィエト（SapViet）文化のような別の文化グループもかかわっていた。
ハロンやホアロック（HoaLoc），バウチョー（BauTro）の各文化もフングエン文化の後期段階に注
目すべき役割を演じている。
フングエン文化には，周辺地域の交流関係を示す物的資料が多くみられる。中国中原地域とは，牙
璋とよばれる石器を通して文化交流接触がみられる（図6）。ハーヴァンタン氏によれば，ベト
ナムの牙璋と中国の牙璋は，細部が類似しており，文化の同一現象ではなく，文化交流接触の結果
であるという。このように，ベトナムにおける中国商文化の影響は早くから確認され，多様な文化交
流の道を経て来たものであろう。
ベトナム北部における紀元前3千年紀末から前2千年紀半ば頃は，クアンニン（QuangNinh）省
海岸島嶼地域のハロン文化のように，別の多くの考古文化が存在していた。この文化の後期段階は，
フングエン文化と並行して存在していた。ゲアン（NgheAn）やハーティン（HaTinh），クアンビン
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（QuangBinh）地域には，バウチョー文化が存在していた。ヴィトバック（VietBac）や西北，中部
の山地地域では，別の考古遺跡グループが存在し，またフングエン文化の文化圏内でもフングエン文
化と相違するマードン（MaDong）やゴーコンロン（GoConLon）のような遺跡グループも存在し
ていた。フングエン文化とこれらの他の文化との間には，多くの交流が存在していたことを証明する
資料がある。
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図6 フングエン文化の牙璋（考古学部門資料）
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フングエン文化とホアロック文化との関係は，フート省のゴーゲ（GoGhe）遺跡やゴーザ（GoDa）
遺跡でホアロック文化の土器と類似する土器片が出土している。フングエン文化とホアロック文化の
関係は，中期段階に確実にみられると考える研究者もいる。河川中流域と平野部のフングエン文化の
集落は，海岸地域のハロン文化やホアロック文化の集落と多くの方法や多くの道，時間において接触
をもっていたのであろう。文化を異にする集落同士が互いに近接居住をすることによって文化接触が
より強固になっていったのであろう。フングエン文化とハロン文化，ホアロック文化の接触は，多方
面からなされていることは明らかである。
資料は多くはないが，フングエン文化と同時代の東南アジアの諸遺跡との関係も多くの方法による
接触があったのであろう。
ゴーコンロンマードン遺跡グループ
考古学者たちは，フングエン文化の研究過程において，フングエン文化の文化圏と重なりながらも
文化内容を異にする遺跡グループを確認し，ゴーコンロンマードン遺跡グループと名づけた。その
遺跡は，ゴーコンロン遺跡，フート省タムノン県のクアンフック（QuangHuc）遺跡あるいはドンバ
ーチャム（DongBaTram）遺跡，同省タイントゥイ（ThanhThuy）県ドアントゥオン（Doan
Thuong）遺跡，それにハータイ省のマードン遺跡である。これらの遺跡は，ともに共通する点と異
にする点をもっている。
ゴーコンロン遺跡は1961年に発見され，238m2発掘調査された。遺跡は2,000m2ほどの広さの低
丘陵上に分布し，四方を沼地や田圃で囲まれている。毎年，遺跡は3－4ヶ月連続して浸水してしま
う。この浸水のため，遺跡は破壊されてしまう。また，毎年，地方民が道の補修やあぜ道作りに土を
採るため，遺跡は壊れてしまう。ゴーコンロン遺跡は，ゴーゲ遺跡やゴーザ遺跡，ゴーチュアカオ
遺跡，タインゼン（ThanhDen）遺跡のようなフングエン文化の遺跡群内にある。この遺跡はほぼ完
全に破壊されてしまった。238m2の発掘調査の結果，若干の土器と石器が出土した。大部分は有肩
石斧と粗製土器であり，縄目文が施されている。現在，資料と発掘報告は分散し散逸してしまった
（図7）。
クアンフック遺跡は，タオ川の支流であるブア（Bua）川縁にあり，面積はおおよそ10,000m2あ
る。遺跡は1965年に水路作りの土採りの時に発見された。遺跡はまだ発掘調査されていないが，
3m2の試掘がなされている。遺跡は著しく破壊された。採集資料や試掘で出土した石器や土器はゴ
ーコンロン遺跡のそれと類似すると判断された。クアンフック遺跡には多くの片がみられ，おそら
く石器製作跡の可能性がある。
ドアントゥオン遺跡はダー川左岸にあり，幅50m，長さ800mほどの土地に立地している。遺跡
の一部はダー川に陥没してしまった。この遺跡は1962年から1965年の間に発見され，1979年に100
m2発掘調査された。えられた資料は，たしかにゴーコンロン遺跡やクアンフック遺跡，マードン遺
跡のそれよりも多かった。方角石斧は有肩石奔よりも多い。土器はマードン遺跡よりも少なく，粗製
土器であり，文様は回転文である。この遺跡は生産跡と考えられる。
マードン遺跡はハータイ省バーヴィ（BaVi）県ドゥオンラム（DuongLam）社の丘上に立地する。
遺跡は国道11A線が通っており，そのためほとんどが破壊されてしまった。1970年に発見され，
1972年に242m2発掘調査された。出土遺物は有肩石斧が方角石斧よりも多かった。土器の種類も文
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様も豊富である（図8）。マードン遺跡とドアントゥオン遺跡は多くの点で共通するが，相違する点も
みられる。
このように，ゴーコンロンマードン遺跡グループは，フングエン文化の遺跡と空間的にも時代的
にも重なるが，性格を異にする遺跡群である。他面，これらの遺跡は個々に異なる点もみられる。し
かしながら遺跡はほとんど破壊されており，研究をつづけるのは困難である。その後，これらの居住
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図7 ゴーコンロンマードン遺跡グループの遺物（考古学院資料）
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民はどこに行ってしまったのか，だれも知らない。
（解説）
ベトナムにおける青銅器時代文化の確認とその発展段階を跡づける考古学調査研究は，東南アジ
ア考古学世界において独自の地位を確立してきた。1960～70年代における東南アジア考古学研究は，
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図8 マードン遺跡の遺物
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欧米人研究者が進めるタイ調査と，フランスから独立し，ベトナム人自身の手で進められたベトナム
調査が主流であった。そのなかで，理化学的手法に頼る欧米人研究者の成果は東南アジアの先史文化
の起源と形成にコペルニクス的転換を迫り，世界的にセンセーションを巻き起こした。しかし，その
研究手法には問題が多く，現在ではその成果が見直され，否定されている状況である。それに比べて
ベトナム考古学の成果は手堅い考古学的手法による研究成果であったため，その主張は理解しやすく
説得的であった。
フランス植民地時代に，青銅器時代に位置づけられ，漢代並行期と考えられていたのがドンソン文
化であった。このドンソン文化に先行する先ドンソン文化の発見がこれまでのフランス植民地下の研
究から大きく脱却し，その成果はその後のベトナム史研究や政治に大きな影響をあたえることになっ
た。1960年代後半から1975年までの抗米救国闘争（いわゆるベトナム戦争）における思想的根拠とな
ったのがこの考古学的成果であった。ベトナム民族のアイデンティティを保証する学問として考古学
研究が位置づけられ，ホーチミン大統領が民衆に呼びかけた言葉 雄王たちが建国したこの国を護ら
なければならないのなかの雄王国とは，まさに考古学による青銅器時代研究の成果からみえてきた
国家の姿であった。
さて，本書の旧版と新版を比べると，新版ではその内容が豊富になっていること，フングエン文化
の起源問題について旧版ではほとんど語られていなかったのが，未解明ながらもその方向性を示して
いる点などが特徴的である。
ところで，フングエン文化を研究するうえで基本となるフングエン遺跡の発掘報告書は，1978年
に社会科学出版社から刊行されたホアンスオンチン（HoangXuanChinh）氏とグエンゴック
ビック（NguyenNgocBich）氏共著のDiChiKhaoCoHocPhungNguyen（フングエン考古遺跡）
がある。また，フングエン遺跡の発掘調査から40周年を記念して，1999年にフート省でフングエン
文化をめぐるシンポジウムがあり，その記録が 2001年に刊行されている。Tim HieuVanHoa
PhungNguyen（フングエン文化の理解）で29名の研究者の報告が載る。また，2005年にハノイ国家
大学出版社から刊行されたハンヴァンカン氏のVanHoaPhungNguyen（フングエン文化）が
フングエン文化についての総合的な研究書となっている。他に氏はフングエン文化の代表的な遺跡で
複数の牙璋が出土したことで著名なソムレン遺跡の研究書Xom RenMotditichkhaocodacbiet
quantrongcuathoidaidodongVietNam（ソムレン－ベトナム青銅器時代の特別な重要考古遺跡の
ひとつ）を2009年にハノイ国家大学出版社から刊行している。
単行本としては，上記のものが主であるが，研究誌KhaoCoHoc（考古学）にフングエン文化に
関する論攷や年報NhungPhatHienMoiVeKhaoCoHoc（考古学新発見）にフングエン文化の遺
跡調査報告が掲載されている。
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